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（訂正）「主要ＫＰＩ 月次進捗状況のお知らせ（2023年４月速報値）」の一部訂正について 

 

当社が、2023年５月15日に開示いたしました「主要ＫＰＩ 月次進捗状況のお知らせ（2023年４月速報値）」の内容に

関して、一部訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．訂正理由 

「主要ＫＰＩ 月次進捗状況のお知らせ（2023年４月速報値）」の「■パートナー数」「ＪＤネット」「Ｊシステム」

に記載の数値の集計に誤りがありましたので、訂正するものであります。 

 

２．訂正箇所 

 訂正の箇所には     を付して表示しております。 

 

【訂正前】 

ＫＰＩ項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

■ パートナー数 2,379            

 ＪＤネット 1,399            

 Ｊシステム 842            

 ＪＳａａＳストア 138            

 

【訂正後】 

ＫＰＩ項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

■ パートナー数 1,641            

 ＪＤネット 638            

 Ｊシステム 865            

 ＪＳａａＳストア 138            

  



                                                                                                  （訂正後） 

 

各 位 

会 社 名       株式会社 ライトアップ 

代表者氏名     代表取締役社長   白石 崇 

（ コード番号 6580  東 証 グ ロ ー ス ） 

問合わせ先   取締役最高財務責任者   村越 亨 

      （TEL：03-5784-0700） 

主要ＫＰＩ 月次進捗状況のお知らせ（2023年４月速報値） 

 

当社の主要なＫＰＩの月次進捗状況につきまして、以下のとおり開示いたします。 

 

ＫＰＩ項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

■ パートナー数 1,641            

 ＪＤネット 638            

 Ｊシステム 865            

 ＪＳａａＳストア 138            

■ 内製化パック受注数 15            

 ＥＣ 15            

 研修 －            

 コーポレートサイト －            

■ Ｊコンサル申請完了数 187            

■ 顧客ＤＢ数 110,527            

注) 上記の数値は監査法人による会計監査を受けておりません。実際の数値と差異が発生する場合がございます。 

    



◎ 主要ＫＰＩの内容 

 

■ パートナー数 

主に弊社サービスの販売支援を担っていただける社数になります。JDネットはITサービスの共同仕入・共同

開発・共同販売を目的としたネットワークです。Jシステムは補助金の自動診断から申請の相談まで実施する

ことが可能です。JSaaSストアは、補助金活用で購入できるECサイトです。自社商材を登録することでJSaaS

会員5万社に販促することができます。 

 

■ 内製化パック受注数 

補助金・助成金を活用し導入することが可能な、弊社が用意したパッケージです。納品物の制作から補助金・

助成金の申請支援まで一括で弊社がサポートいたします。2023年4月にECサイト構築パックを、5月に動画研

修パック、6月にコーポレートサイト構築パックを提供してまいります。 

 

■ Ｊコンサル申請完了数  

Jコンサルティング経由で活用支援した補助金・助成金の申請完了件数です。申請にあたっては、JSaaSに参加する

協力企業（会計事務所、社労士事務所、ファイナンス支援企業等）とともに実施しています。申請後2～8か月後

に採択結果が発表されます。 

 

■ 顧客ＤＢ数 

弊社が直接連絡できる顧客の総数です。Jシステムからの相談依頼、ウェビナーへの参加、ホワイトペーパー

のDLなどを通じ、弊社と何らかの「会話」をされた経営層の方々が中心となります。 

 

 

以上 


